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　この度、医療連携室室長を拝命しました。この「みずき」は、2005年6月に発刊され、15年が経過しました。この
15年間でも高齢化は急速に進み、あらゆる領域の疾病構造が大きく変化しています。私は循環器内科医ですが、
例えば循環器領域においては、高齢心不全患者さんが急増しています。この方々は、併存症を多く抱え、しかも
入院で認知機能や筋力などが衰えます。入院中は、院内の多職種での包括的リハビリテーションを行いますが、
決して本院だけで医療が完結する事はありません。再入院も頻繁です。重要な事は、皆様の医療機関と連携を
深めていくことに尽きると思います。
　これから、医療は大きな変革を迎えると予想されますので、皆様との情報共有は生命線であると認識しておりま
す。医療連携室として、皆様のニーズを拝聴しながら、顔の見える連携、迅速・丁寧な対応をモットーに、職員一同
頑張る所存です。何卒ご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。医療連携室 室長

星賀 正明

　2020年4月1日、大阪医科大学病院病院長の職を拝命致しました。新型コロナウイルス感染者増加の中、重責を
担うこととなりました。よろしくお願い申し上げます。
　2027年に迎える大阪医科大学創立100周年記念事業として、病院新本館建築が、「超スマート医療を推進する
大学病院」を基本方針に掲げスタートしています。2016年3月に竣工しました中央手術棟ではチーム医療が実践さ
れ、24時間断らない中央手術室を運営しています。手術症例数も大幅に増加して、2019年には年間12,557例の手
術が施行されています。病院5号館と臨床講堂棟を取り壊し、2022年には12階建ての病院新本館Ａ棟が、2026年
には病院新本館B棟が建築される予定です。そして、病院新本館Ａ棟1階には、大阪府三島救命救急センターの三次
救急機能が移転する予定です。工期中、皆様には何かとご不便やご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

病院長･広域医療連携
センター センター長
南 敏明

医療連携室  室長

病院長・広域医療連携センター センター長

新体制より、みなさまへご挨拶

　４月から副院長職を拝命いたしました。
「多職種」をキーワードに栄養部、臨床倫
理委員会などを担当し、当院の理念、「社
会のニーズに応える安全で質の高い医療」
達成に努めたいと思います。

副院長 今川  彰久
（糖尿病代謝・内分泌内科　科長）

　引き続き、副院長として災害医療と個人
情報管理を担当させていただきます。今後
とも病院長をサポートして、皆様から愛さ
れる病院であり続けるよう精一杯の努力を
してまいる所存です。どうぞよろしくお願い
申し上げます。

副院長 高須  朗
（救急医療部　科長）

　このたび、附属病院副院長を拝命いたし
ました。私は安全（危機）管理を担当いた
します。ご紹介いただいた患者さんの安全
を願い行動する文化を一段と強化するべ
く、部署一丸となって職責を果たしてゆきた
いと存じます。

副院長 勝間田  敬弘
（心臓血管外科　科長）

　この度、副院長を拝命しました。医療
連携・職員教育を担当させていただきます。
南敏明病院長のもと、一丸となって、地域
医療の発展に尽力させていただく所存です。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

副院長　星賀  正明
（循環器内科　科長）

　院長に就任された南教授に替わり、中
央手術部の運営を担当いたします。特定
機能病院として高度で質の高い手術を数
多く施行し、皆様方のご期待に沿えるよう
頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

副院長 根尾  昌志
（整形外科　科長）

副院長

病院長 南とともに
新たな大阪医科大学病院を
作って参ります。
ご期待ください。
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呼吸器内科・呼吸器腫瘍内科

科長 池田  宗一郎
【2020年4月1日着任】

いけ   だ　  そう いち  ろう

麻酔科・ペインクリニック

科長 中平  淳子
【2020年4月1日着任】

なか ひら　じゅん こ

精神神経科

科長 金沢  徹文
【2020年4月1日着任】

大阪医科大学精神神経科は昭和28年の開講以来多くの先生を
輩出し、北摂地域の精神医療に貢献してきました。一方でメンタル
ヘルス分野への社会からの要請は近年さらに強まってきており、
認知症やうつ病、発達障害などこれまで以上に当科は様々な
治療法を通じて地域の皆さまの健康的な生活に貢献できるもの
と考えています。ご紹介のほどよろしくお願いいたします。

かな ざわ　 てつ ふみ

新任のご挨拶

P r o f i l e

近年肺癌の治療の進歩はめざましく、5年以上前の教科書は役
に立たないくらいです。治療も複雑化し病床も限られる為、肺癌
の積極的な治療は大学病院で、通常の肺炎はできるだけ市中
病院の先生方にお願いせざるを得ない現状です。いち早く先進的
な知見を取り入れ地域の皆様に還元できるよう、藤阪保仁呼吸器
内科・呼吸器腫瘍内科科長と共に尽力する所存です。

P r o f i l e

P r o f i l e

当院は、麻酔科専門研修プログラム（日本専門医機構認定）の
専門研修基幹施設です。新生児から超高齢者まで、多くの疾患
の手術麻酔を安全に実施できるよう、スタッフ一同研鑽に努め
ております。ペインクリニックの他、緩和医療、救急医療も含め、
多職種の人 と々連携して業務を遂行してまいります。

● 専門分野　
　 一般麻酔、心臓血管外科麻酔
● 資格
    医学博士　
　 日本麻酔科学会専門医･指導医、日本心臓血管麻酔専門医
● 略歴　
    2003年　大阪医科大学卒業
　　　　　　 大阪医科大学附属病院麻酔科研修医
    2005年　国立循環器病研究センター麻酔科　レジデント　
    2007年　大阪医科大学麻酔科学教室　助教（准）、助教
    2011年　ドイツ　ライプツィヒハートセンター麻酔科　留学
    2012年　大阪医科大学麻酔科学教室　助教
    2019年　大阪医科大学麻酔科学教室　講師
● 趣味/特技
    読書

● 専門分野　
　 臨床精神医学(思春期分野)、精神科遺伝学
● 資格　
　 医学博士、精神保健指定医、日本精神神経学会専門医･指導医、
　 統合失調症薬物治療ガイドライン作成委員、滋賀医科大学非常勤講師、
　 Honorary Associate Professor, 
　 The Florey Institute of Neuroscience and Mental Health
● 略歴　
    2000年　大阪医科大学卒業　同附属病院一般消化器外科入局
    2002年　大阪医科大学精神神経科　専攻医
    2003年　新淡路病院勤務
    2005年　米国カリフォルニア大学サンディエゴ校　留学
    2007年　小曽根病院勤務
    2010年　大阪医科大学精神神経科　助教
    2013年　大阪医科大学精神神経科　講師
    2017年　豪州メルボルン大学精神科 准教授、豪州フローリー研究所名誉 准教授
    2020年　大阪医科大学精神神経科　教授
 ● 趣味/特技
　  ラグビー、柔道(講道館柔道2段)、トレッキングラン

● 専門分野　
　 呼吸器疾患（呼吸器疾患の診断､びまん性肺疾患､睡眠時無呼吸症候群）
● 資格　
　 日本内科学会専門医･指導医、日本呼吸器学会専門医･指導医、
　日本呼吸器内視鏡学会専門医･指導医、日本アレルギー学会専門医
● 略歴　
    1988年　大阪医科大学卒業、大阪医科大学　第一内科研修医
　 1990年　大阪府済生会中津病院　内科勤務
    1995年　医療法人錦秀会　阪和病院　 内科勤務
    1996年　国立循環器病センター　心臓生理部研修生(肺循環の研究）
    1999年　医療法人錦秀会　阪和住吉総合病院　内科勤務
    2005年　大阪医科大学内科学Ⅰ教室　助手
    2017年　大阪医科大学内科学Ⅰ教室　講師
● 趣味/特技
    読書、ポタリング(通勤自転車で琵琶湖1周しました）
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■ エールを込めたバラの寄贈

■ 令和２年度　市民公開講座のご案内 

編
集
　 
後
記

医療連携室「FAX紹介申込書」受付時間
平日／8：30～20：00　土曜日／8：30～12：00
※第2・第4土曜日は休診です。
※FAX受信は24時間可能（休診時も含む）。
　但し受付時間以外の受信については翌診療日以降の対応となります。

医 療 連 携 室 ご 利 用 の ご 案 内

送信先 FAX 072-684-6339

〒569-8686　大阪府高槻市大学町2-7
● TEL.072-683-1221（大代表）内線2308
● TEL.072-684-6338（医療連携室直通）

大阪医科大学附属病院広域医療連携センター医療連携室

本院専用のFAX紹介申込書及び封筒をご用意しております。
ご利用の場合は、電話またはFAXにてご請求ください 

■ 第3回　9月19日(土) 
  『脳卒中を防ごう、早く治そう！』 脳神経外科学教室　講師（准）　平松 亮
  『脳卒中に使用されるお薬について』 病院薬剤部　西野 友規子
  『脳卒中の予防について（仮）』 病院看護部　看護師主任　脳卒中リハビリテーション認定看護師　松本 由香
■ 第4回　11月7日(土)
  『心房細動について（仮）』 内科学Ⅲ教室　講師（准）　宮村 昌利
  『抗凝固薬のあれこれ』 病院薬剤部　常盤 友海
  『心房細動をもつ方の生活上で気をつけたいこと（仮）』 
　 病院看護部　看護師主任　慢性心不全看護認定看護師　兒島 理沙

■ 第5回　12月19日(土) 
  『泌尿器科領域の最近の治療の話題』 泌尿器科学教室　准教授　稲元 輝生
  『前立腺がんに使用されるお薬について』 病院薬剤部　柿迫 大樹
  『最新の排尿ケア(仮）』 病院看護部　看護師主任　好村 咲也香
■ 第6回　2021年 2月20日(土) 
  『その痛み、我慢しないでください！－痛みの専門家ペインクリニックのアプローチ－（仮）』麻酔科学教室　助教　城戸 晴規
  『‘痛み’を和らげるお薬について』病院薬剤部　小寺 花樹
  『その痛み、がまんしないでください！あなたの痛みを教えてください』病院看護部　西郷 美里

● 13：30から講演開始（13：00から受付開始）　● 参加無料、事前申込不要、先着190名
● 会場:大阪医科大学 本部キャンパス 新講義実習棟P101
※新型コロナウイルス等の状況により中止になることがあります。開催の有無については、随時HPにて更新いたします。

かなり昔に「アウトブレイク」という映画を見て、このようなウイルスが蔓延したらさぞかし恐ろしいことになる
なぁとその当時恐怖を感じたものですが、あくまでも映画の中の世界であり、まさか現実でこのようなパンデミック
が起きるとは正直思ってもみませんでした。今年は、楽しみにしていた東京オリンピックやテニス、ゴルフの

メジャー大会の延期や中止、及び好きなアーティストのライブの中止など、まさに我慢の一年になりそうです。
しかし、どこかのドラマの中の言葉ではないですが、「神は乗り越えられる試練しか与えない」という
言葉を胸に、今は我々医療従事者が一丸となり、この感染症が収束するまで何とか皆さんと乗り越え
たいと思う今日この頃です。（H.N.）

　こんなにも華やかなエールが届きました。患者さんたち
も思わず足を止め、中には写真を撮る人も。緊張感の続く
毎日でしたが、みんなが笑顔になる場所ができました。
　他にもさまざまな寄付や援助物資、それから応援の言葉
もたくさんいただきました。優しい気持ちは心にしみること
を実感した今年の春でした。

バラに添えられたメッセージ


